
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

戦争 

ホームページをご覧ください 日本共産党豊田市議団 

  

２
０
１
８
年
の
土
砂
災
害
発
生

件
数
は
全
国
で
３
４
５
９
件
で
、
集

計
を
開
始
し
た
１
９
８
２
年
以
降

最
多
件
数
を
記
録
し
ま
し
た
。 

土
砂
災
害
危
険
箇
所
は
全
国
で

約
５
３
万
５
０
０
カ
所
。
県
は
、
土

砂
災
害
を
防
ぐ
た
め
の
「
ハ
ー
ド
対

策
」
と
し
て
、
砂
防
え
ん
堤
や
急
傾

斜
地
の
崩
壊
を
防
ぐ
擁
壁
や
法
枠

な
ど
を
整
備
し
て
い
ま
す
。
県
が
災

害
防
止
施
設
の
整
備
の
対
象
と
し

て
い
る
の
は
、
４
０
５
５
カ
所
、
う

ち
整
備
完
了
は
８
５
７
カ
所
で
整

備
率
は
２
１
・
１
％
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
７
月
２
３
日
現
在
の
愛

知
県
内
の
警
戒
区
域
は
１
万
５
３

５
２
カ
所
、
特
別
警
戒
区
域
は
１

万
３
７
５
３
カ
所
。
豊
田
市
は
警

戒
区
域
６
０
３
８
カ
所
、
特
別
警

戒
区
域
５
４
７
４
カ
所
（
左
表
参

照
）。
豊
田
市
は
県
内
で
土
砂
災
害

危
険
箇
所
が
一
番
多
く
、
昨
年
６

月
市
議
会
で
、
根
本
み
は
る
市
議

が
「
市
内
に
あ
る
特
別
警
戒
区
域

の
施
設
整
備
完
了
に
２
０
０
年
か

か
る
」
と
追
及
し
、
県
に
対
し
、

前
倒
し
し
て
整
備
を
要
望
す
る
よ

う
求
め
ま
し
た
。
土
砂
災
害
防
止

の
対
策
が
急
が
れ
ま
す
。
（
愛
知
民

報
よ
り
） 

 

危険箇所は２０１８年４月１日現在。警戒区域は２０１９

年７月２３日現在。（愛知県資料より） 

豊田市戦争展 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

答
を
引
き
出
し
ま
し
た
。 

現
在
（
８
月
１
日
）
は
、
ダ
ン

プ
カ
ー
に
よ
る
残
土
の
投
棄
作
業

は
中
断
し
て
い
ま
す
が
、
県
の
指

導
に
よ
り
、
沈
砂
池
（
流
水
中
の

土
砂
な
ど
を
沈
殿
さ
せ
て
流
れ
か

ら
除
く
た
め
の
池
）
と
同
等
の
機

能
を
復
活
さ
せ
る
た
め
の
是
正
工

事
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
重
機
２

～
３
台
が
動
い
て
お
り
、
１
～
２

週
間
で
終
わ
る
予
定
と
の
こ
と
。 

今
後
は
再
発
防
止
の
観
点
か
ら

も
、
住
民
へ
の
確
実
な
事
前
説
明

と
、
残
土
処
理
を
含
め
た
開
発
条

例
の
見
直
し
が
望
ま
れ
ま
す
。 

            

▶
現
場
を
調
査
す
る
根
本
み
は
る

市
会
議
員
と
本
多
の
ぶ
ひ
ろ
党
市

事
務
局
長
（
今
年
５
月
８
日
） 

日本共産党豊田市議団へのメールは、ホームページからお送りください 

豊
田
市
藤
岡
地
区
の
住
宅
地
の

隣
接
地
で
「
無
農
薬
農
園
の
造
成
」

工
事
が
２
０
１
８
年
１
０
月
ご
ろ

か
ら
始
ま
り
、
騒
音
、
振
動
、
土

埃
な
ど
の
苦
情
相
談
が
日
本
共
産

党
豊
田
市
委
員
会
に
届
い
て
い
ま

し
た
。
党
市
委
員
会
は
、
日
常
的

に
お
こ
な
っ
て
い
る
法
律
相
談
や

生
活
相
談
の
対
応
と
と
も
に
、
住

民
と
一
緒
に
市
役
所
な
ど
関
連
す

る
行
政
機
関
に
現
状
の
説
明
や
改

善
指
導
の
要
望
を
お
こ
な
っ
て
き

ま
し
た
。 

豊
田
市
の
開
発
条
例
を
調
べ
、

事
業
者
の
申
請
書
や
市
の
承
認
書

の
内
容
を
確
認
す
る
中
で
、
事
業

者
か
ら
住
民
へ
の
必
要
な
説
明
が

な
い
こ
と
、
農
園
造
成
に
名
を
借

り
た
、
持
っ
て
行
き
先
の
な
い
残

土
投
棄
工
事
（
残
土
ビ
ジ
ネ
ス
）

で
あ
る
こ
と
、
業
者
の
行
政
へ
の

提
出
書
類
の
不
備
や
虚
偽
記
載
、

予
定
施
工
期
間
が
正
当
な
理
由
も

な
く
延
期
さ
れ
て
い
る
こ
と
等
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。 

近
隣
の
関
連
住
民
が
再
三
に
わ

た
り
担
当
行
政
と
折
衝
、
意
見
交

換
を
続
け
た
結
果
、
今
年
５
月
下

旬
に
な
っ
て
条
例
違
反
の
た
め
工

事
の
中
止
を
指
導
す
る
、
と
の
回 

【
陳
情
に
対
す
る
根
本
み
は
る

市
議
の
賛
成
意
見
】 

国
に
よ
る
保
育
士
不
足
に
対
す

る
人
材
確
保
の
抜
本
的
な
改
善
策

が
講
じ
ら
れ
な
い
中
、
２
０
１
７
年

に
行
わ
れ
た
愛
知
県
保
育
労
働
実

態
調
査
に
よ
り
、
県
内
の
保
育
施
設

で
働
く
保
育
労
働
者
の
労
働
実
態

が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
調

査
か
ら
、
時
間
外
労
働
で
は
、
勤
務

時
間
前
、
休
憩
中
、
勤
務
時
間
後
の
、

そ
れ
ぞ
れ
の
時
間
帯
に
つ
い
て
も
、

基
幹
的
な
業
務
が
時
間
外
労
働
と

し
て
行
わ
れ
、
労
働
の
過
密
さ
に
対

し
て
、「
過
密
す
ぎ
る
」「
や
や
過
密
」

と
回
答
し
た
人
が
８
４
，
６
％
と
な

り
、
ま
た
、
勤
務
時
間
後
の
労
働
日

が
、
週
３
日
以
上
の
人
の
割
合
が
、

５
１
，
２
％
に
達
し
て
い
た
と
い
う

結
果
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た

保
育
現
場
の
実
態
に
合
わ
な
い
水

準
に
な
っ
て
い
る
国
の
配
置
基
準

を
改
善
し
て
、
保
育
士
確
保
・
定
着

を
図
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。 

保
育
士
の
処
遇
に
つ
い
て
は
、
認

可
保
育
所
の
運
営
費
、
い
わ
ゆ
る

「
公
定
価
格
」
を
算
出
す
る
際
の
人

件
費
が
低
す
ぎ
る
こ
と
が
、
全
産
業

  

豊田からの参加者による報告会です。 
画像を豊富に使ったパワーポイントで、臨場感ある報
告会を行います。ぜひ、ご参加ください。 

平
均
よ
り
月
約
１
０
万
円
も
賃

金
が
低
い
事
態
を
作
り
出
し
て

き
ま
し
た
。 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
国
と
し

て
、
保
育
士
の
人
材
定
着
・
確
保

の
た
め
、
国
の
定
め
る
職
員
配
置

基
準
と
、
公
定
価
格
に
つ
い
て
抜

本
的
に
改
善
し
、
大
幅
増
員
と
賃

金
の
引
き
上
げ
を
お
こ
な
う
こ

と
が
急
が
れ
て
い
る
と
考
え
、
賛

成
の
意
見
と
し
ま
す
。 

  


	dc31a5ab0064eca1661a760f8d64b610
	4523657cb1514604e736276e279472fc



